
「災害に強い菊川市になるために」

　昨年12月４日、例年実施されている自治会単位での自主防災訓練が、市内全域で行われました。
小笠東地区ではコミュニティセンター併設の体育館を避難所として、各自治会から避難者が集まり、
仮設トイレの設置や家庭用テントの組み立てなどを行いました。

小笠東地区での防災訓練の様子
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災
害
が
起
き
て
も
「
命
が
助
か
る
」、「
被
害
が

少
な
い
」、「
被
災
後
の
生
活
困
難
が
少
な
い
」、

「
復
興
に
向
け
て
進
ん
で
い
け
る
」
な
ど
、
こ
の

よ
う
な
状
態
で
あ
れ
ば
、
災
害
に
強
い
市
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

菊
川
市
を
今
以
上
に
災
害
に
強
い
市
に
す
る
た

め
に
行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

「
防
災
講
演
会
の
開
催
」

　

こ
こ
数
年
、
市
役
所
地
域
支
援
課
と
危
機
管
理

課
が
主
催
で
、
男
女
共
同
参
画
を
視
点
と
し
た
市

民
向
け
の「
防
災
講
演
会
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
防
災
備
蓄

を
考
え
る
会
代
表
の
岡
部
梨
恵
子
氏
か
ら
防
災
備

蓄
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。

○
ま
ず
は
、
家
を
耐
震
化
し
、
家
具
な
ど
の
転
倒

防
止
対
策
を
す
る
。

　

ま
た
、
片
づ
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
落
下
物
の

危
険
が
な
く
な
り
避
難
行
動
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え

て
命
を
救
う
こ
と
が
で
き
る
。

○
災
害
時
に
助
か
っ
た
命
を
繋
ぐ
た
め
に
、
食
料

品
の
備
蓄
は
、
個
人
や
家
族
の
責
任
で
一
週
間
分

を
用
意
し
て
お
く
こ
と
が
と
て
も
大
切
に
な
る
。

（
避
難
所
生
活
で
も
在
宅
生
活
で
も
同
様
）

　

家
族
の
人
数
分
の
一
日
分
の
食
材
を
入
れ
た

フ
ァ
イ
ル
ボ
ッ
ク
ス
を
七
個
つ
く
り
、
横
並
び
で

収
納
す
る
と
管
理
が
し
や
す
い
。

　

一
日
分
ず
つ
用
意
し
て
お
く
こ
と
で
、
子
ど
も

た
ち
だ
け
の
時
で
も
、
困
ら
ず
に
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
。

○
温
か
い
食
事
が
と
れ
な
い
の
は
、
と
て
も
つ
ら

い
。
ポ
リ
袋
で
加
熱
調
理
す
る
パ
ッ
ク
ク
ッ
キ
ン

グ
は
、
食
材
、
ポ
リ
袋
、
お
湯
を
張
っ
た
鍋
、
カ

セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
が
あ
れ
ば
、
温
か
い
料
理
が
つ
く

れ
る
。

　

熊
本
地
震
の
後
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
を
購
入
す

る
の
に
５
時
間
並
ん
だ
と
の
こ
と
。
カ
セ
ッ
ト
コ

ン
ロ
と
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
を
備
蓄
し
て
お
く
と
よ

い
。（
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
の
ガ
ス
は
１
時
間
で
な

く
な
る
。）

「
自
主
防
災
会
の
取
り
組
み
」

　

共
助
の
強
化
を
進
め
る
た
め
、
市
内
十
一
地
区

に
地
区
防
災
連
絡
会
が
あ
り
ま
す
。

　

災
害
時
に
は
、
市
災
害
対
策
本
部
と
地
区
災
害

対
策
本
部
が
連
絡
を
取
り
合
い
、
被
害
状
況
や
必

要
物
資
の
把
握
等
を
行
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
地

区
防
災
連
絡
会
は
地
区
内
で
情
報
を
共
有
し
、
市

と
の
連
絡
調
整
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
し
く
み
を

整
え
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
小
笠
東
地
区
、
横
地
地
区
、
西
方

地
区
に
お
い
て
、
地
区
全
体
の
自
主
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
市
に
な
る

に
は
？

身体を保温するアルミブランケット
避難所生活では音が気になります。アルミブランケットは、擦り
合せた時に音が少ない物を選ぶようにとアドバイスがありました。
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昨
年
４
月
に
発
生
し
た
熊
本
地
震
の
際
に
、
県

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
と
県
社
会
福
祉
協
議
会
が
主

催
し
た
支
援
活
動
の
第
三
次
隊
（
五
月
末
）
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参
加
さ
れ
た
方
に
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。

　

嘉
島
町
が
指
定
避
難
所
と
す
る
町
民
体
育
館
に

は
、
滞
在
避
難
者
四
百
人
余
を
は
じ
め
、
町
内

数
ヵ
所
の
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
公
民
館
な
ど
に

も
二
百
人
余
り
が
避
難
し
て
い
た
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

嘉
島
町
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ

フ
か
ら
の
要
請
事
項
と
現
地
担
当
者
の
指
示
に
従

い
活
動
し
た
。
私
は
①
損
壊
家
屋
周
辺
な
ど
で
の

片
づ
け
作
業
で
は
な
く
、
被
災
現
場
か
ら
運
び
込

ま
れ
る
損
壊
家
財
な
ど
の
廃
棄
物
仮
集
積
場
で
、

個
人
の
軽
ト
ラ
を
は
じ
め
受
託
業
者
の
ダ
ン
プ
の

車
両
誘
導
と
そ
の
降
ろ
し
作
業
を
応
援
す
る
搬
入

活
動
、
②
指
定
避
難
所
や
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
の

「
足
湯
（
あ
し
ゆ
）
…
個
々
の
た
ら
い
に
張
っ
た

湯
に
足
首
ま
で
を
浸
け
、
温
ま
っ
て
い
た
だ
く
リ

ラ
ッ
ク
ス
活
動
」
と
併
せ
て
「
お
茶
っ
こ
…
新
茶

を
味
わ
い
な
が
ら
雑
談
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
活

動
」
を
担
当
し
た
。

　

仮
集
積
場
で
は
埃
の
渦
が
舞
い
散
り
、
十
二
区

分
ほ
ど
の
分
別
指
示
の
声
が
飛
び
交
う
中
、
徹
底

し
た
分
別
マ
ナ
ー
の
良
さ
に
感
心
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
五
ヶ
月
後
の
活
動
時
に
は
避
難

者
の
口
数
も
少
な
く
、
ほ
と
ん
ど
会
話
も
出
来
な

か
っ
た
が
、
今
回
の
熊
本
震
災
一
ヶ
月
後
の
避
難

所
周
辺
で
は
会
話
が
聞
こ
え
て
き
た
。
大
震
災
で

受
け
た
心
の
傷
、
避
難
生
活
の
苦
悩
、
家
屋
家
財

の
倒
壊
や
一
切
流
失
と
違
え
ど
も
、
他
人
事
で
は

な
い
複
雑
な
想
い
だ
っ
た
。

　

家
庭
で
の
備
え
と
地
域
防
災
に
つ
い
て
改
め
て

認
識
し
、
今
後
も
地
元
で
出
来
る
地
域
活
動
に
耳

を
傾
け
、
日
頃
か
ら
の
ふ
れ
合
い
を
大
切
に
し
た

い
と
思
う
。

熊
本
の
震
災
の
様
子

　

災
害
に
強
い
市
と
な
る
た
め
に
、
家
具
な

ど
の
転
倒
防
止
、
水
・
食
料
な
ど
の
一
週
間

分
の
備
蓄
を
家
庭
内
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
、
自
治
会
活
動
や
近
所
の
方
た
ち

と
の
お
つ
き
合
い
を
大
事
に
し
、
高
齢
者
や

障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
、
援
助
が
必
要
な
方

た
ち
と
一
緒
に
避
難
す
る
体
制
づ
く
り
や
、

少
な
い
ス
ト
レ
ス
で
生
活
で
き
る
準
備
を
整

え
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
も
、
行
政
や
関

係
団
体
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
、
平

時
か
ら
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
た
地
域
力

を
高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

被
災
地
の
様
子

活
動
後
の
感
想

防
災
へ
の
思
い

現
地
で
の
活
動

家族で考えよう防災備蓄品
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みなさんとの出会いを大切にしています
Ｑ　現在の活動について教えてください。
　キャラバンメイト、脳力アップ応援隊、筋力アップ応援隊、レク
リエーション活動、福祉有償運送事業運転者、加茂ゆうゆうサロン
など沢山の事をやっています。中でも、加茂のゆうゆうサロンは入っ
て３年位ですが、男性が少ないので女性に出来ない事をやっている
うちに、いつの間にか頑張ってしまっていました。64歳位に仕事の
切りがよく退職をした頃、ちょうど自治会の役員が回って来て、そ
れが一段落した頃、加茂ゆうゆうサロンの代表さんに声を掛けてい
ただいたのが始まりです。自治会の役員をやってみて、自分が地域
のために何もやっていなかった事に気づき、出来るうちに何かやっ
てみようと始めたのがきっかけです。

Ｑ　活動して楽しいことや印象に残っていることがあったら教えてください。
　加茂ゆうゆうサロンが主体ですが、色々な所に行って、同じ年代や自分より上の年代の方と接す
るのが楽しくて面白いと感じます。何回か行くと、「今日もまた会えたね」とお互いに確認しあえる。
それが良いことなのかなあと思います。レクリエーション活動は、まだ毎月１回はないですが、10
人程でやっていますが、自分たちで考え、サロンへ行き、喜んでもらえる。次回も行こうと輪が広
がっていくのが仕事だと思います。
　脳力アップ応援隊は、小笠のくすりんでやっていますが、旧菊川にも広がってくれるといいと思
います。

Ｑ　趣味や楽しみなことは何ですか。
　２年くらい前から菊川市の文化協会の菊川フォトクラブに入っていて、展示会があれば出してい
ます。山には登りませんが、山の写真が好き
です。それまでは旅行などに行くと撮っては
いましたが、大きく伸ばしたりするのはここ
数年です。今はデジカメ撮影し、パソコンに
入れて、自分で現像するのが面白いです。
　あと、最近は自分も妻も忙しくてなかなか
行けなくなりましたが、年に１～２回温泉に
行くのが楽しみで雪見温泉が大好きです。

Ｑ　これからの目標や、やってみたいことが
　　あったら教えてください。
　動けるうちは今やっている活動を頑張って
いきたいです。

○キャラバンメイト…市の長寿介護課の認知症サポーター養成講座の講師のボランティア。
○脳力アップ応援隊・筋力アップ応援隊…市の長寿介護課が養成しているボランティア。
○レクリエーション活動…社協が主催するレクリエーション実践者養成講座に参加し、地域で活動するボランティア。
○福祉有償運送事業…要介護や障がいを有するために、移動手段を確保することが困難な方に対して行う送迎事業。
○加茂ゆうゆうサロン…加茂地区の高齢者サロン。

山田 稔さん（自治会名：西袋）

レクリエーション活動の様子
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笑顔、輝いてます　－第66回－

※皆さんのお近くで笑顔輝いている方がいましたら社会福祉協議会へご紹介ください。



菊川市文化協会

　菊川市文化協会は平成17年からの発足以来、今年で12年になり、現在は23団体705名で構成さ
れ年間を通して様々な文化活動を行っています。
　文化協会の自主事業として「夏休み！！ゆかいな体験講座」というイベントがあります。今年
度は７月下旬に当協会６団体により市内在住の親子120名に生け花やフラダンス、バードウォッ
チングなど貴重な体験をしていただきました。
　また、菊川市からの受託事業として主に４つのイベントがあり、今年度も①から④までの活動
を行いました。

①第12回菊川市写生大会が５月15日（日）、倉沢のせんがまち棚田で開催されました。市内外か
ら親子連れや中学校美術部の生徒などおよそ300人が参加し、思い思いの場所で写生を楽しみま
した。

②第22回菊川美術展が９月24日（土）から10月２日（日）まで常葉美術館で開催され、会期中
790名の方が来場されました。

③第12回菊川市文化祭が11月５日（土）、６日（日）に文化会館アエルと中央公民館の２会場で
開催されました。
　芸能部門では、ダンスや歌謡、古典芸能など、子どもから大人まで30団体約500名が日ごろの
活動成果の発表を行いました。展示アート部門では、絵画や写真、生け花など、およそ650点の
多彩な作品が展示され、来場者を楽しませてくれました。

④第12回菊川市書き初め展が２月４日（土）、５日（日）に市民総合体育館で開催され、多数の
応募がありました。また、展示に先立ち審査が行われ、市長賞など特別賞受賞者を決定しました。
展示会場には、家族ぐるみの来場者などでにぎわい、書を通して日本の伝統文化に親しむ機会に
なりました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

代表　石井 水穂
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施設や団体の紹介コーナー



ケーキ作りを開催しました｡ ～菊川市手をつなぐ育成会本人部会
　12月17日（土）プラザけやき栄養指導室において菊川市手をつなぐ育成会本人部会主
催でケーキ作りが開催されました。本人部会では、「いろんなことを、出来るだけ、自分
たちで、考えて行く」会として親睦交流事業を含め年間様々な活動をしています。今回は
クリスマスを前にケーキ作りを楽しみました。特別参加として、昨年に引き続き清水エス
パルスの村田選手が参加してくれました。会員24人と共にエプロン姿となり会員と打ち
解けた中で会話も弾み、楽しいケーキ作りとなりました。最後に村田選手を囲み「Ｊ１復
帰おめでとう」の記念撮影をしました。

三世代交流「餅つき大会」　～和田おたっしゃクラブ～
　12月23日（金・祝）、和田公会堂にて、和田地区の高齢者サロン「おたっしゃクラブ」
がクリスマス会と地区の方々と一緒に三世代交流餅つき大会を行い楽しみました。クリス
マス会では体操、ゲーム、歌などを楽しみ、餅つき大会では地区の子ども達とお餅を丸め
て、餡子やきな粉餅の他にもヨモギ餅・ミカン餅などたくさんの種類を作り美味しく頂き
ました。
　当日はたくさんの地区の方が参加し、みなさんの笑い声と笑顔で楽しいひと時を過ごし
ました。

菊川市社会福祉協議会「賛助・団体会員」へのご加入ありがとうございました
賛助（法人）会員　　くらた看板
　　　　　　　　　　㈲高塚保険事務所　　　　　　　　　　　　　（順不同・敬称略）

三世代交流「餅つき大会」の様子 「おたっしゃクラブ」のゲームの様子
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「みなさまへのご報告」

子育て相談　火～土曜日　９：00～16：30　きくがわ子育て支援センター☎37-1135　おがさ子育て支援センター☎73-5698



送迎の会ぶらんこ
　潮海寺にある「いきいきサロン東部」を利用されている高齢者の皆さんの送迎をしてい
ます。社会福祉協議会の車両を使用し、朝は８時30分に出発して利用者の皆さんのお宅に
お迎えに行きます。帰りは14時に「いきいきサロン東部」を出発してそれぞれのお宅にお
送りします。
　活動日は月・水・金曜日で、現在15人の会員
が月１回から３回で活動しています。道中のお
しゃべりは楽しく、利用者の皆さんの笑顔が活
動の力になります。
　普通運転免許をお持ちの方であれば、どなた
でも参加できる活動です。
　ぜひ一緒に活動しましょう。あなたのご入会
をお待ちしています。
 問合せ先 
　ボランティアセンター　☎３５－６３８５

　ボランティア活動中の様々な事故によるケガや賠償責任を補償します。
 加 入 対 象 者 　ボランティア個人又はボランティアグループ､ 団体(ＮＰＯ法人他)
 対象となる活動 　自発的な意思により他人や社会に貢献する無償のボランティア活動
 補 償 の 対 象 　ボランティア活動中に負った不慮の事故によるケガ
　　　　　　  　　ボランティア活動中の偶然な事故による対人・対物の賠償責任
 保 険 料 　基本タイプ：Ａ350円、Ｂ510円
　　　　　　　　  天災タイプ（基本タイプ＋地震・噴火・津波）：Ａ500円、Ｂ710円
 補 償 期 間 　平成２９年４月１日以降、加入日翌日から平成３０年３月３１日まで

※安心して活動ができるために、お早目の加入をお願いいたします。
※ボランティア行事用保険もありますのでご加入ください。
 申込・問合せ先 　ボランティアセンター　☎３５－６３８５

「おんがくの広場」
 活動内容 　・高齢者の移動のお手伝い
　　　　　　  居室から会場まで、施設内の移動です。
　　　　　　  車いすを押したり、一緒に歩いたりします。
　　　　　  ・参加者と一緒に楽器の演奏や歌を聴いて楽しむ
 活動日時 　毎月第２土曜日　13:30～14:30
 募集対象 　一般、学生
 活動場所 　地域交流センター「うらら」
　　　　　  特別養護老人ホーム喜久の園内

ボランティアの輪・和・話（三つの“わ”）

ボランティア活動保険のご案内

求むボランティアさん 問合せ先 
ボランティアセンター　☎３５－６３８５
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ボランティアの広場

ボランティア相談　月～金曜日　８：15～17：00　プラザけやき☎35-6385



福祉総合相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

生活困窮者自立相談
 日時 　月～金曜日　８：１５～１７：００

心配ごと相談
 日時 　３月 １日（水）    ９：００～１２：００
　　　  ３月15日（水）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 日時 　３月 ６日（月）１３：００～１６：００
　　　  ３月21日（火）    ９：００～１２：００
 会場 　菊川市役所　小笠支所

結婚相談
 日時 　３月 ３日（金）　１８：００～２１：００
　　　  （受付２０：００まで）
　　　  ３月19日（日）　  ９：００～１２：００
　　　  （受付１１：００まで）
 会場 　プラザけやき
　　　  ※初めての方は写真と印鑑をご持参ください。
　　　  ※奇数月の第1金曜日は女性専用日となります。

ひきこもり、不登校無料相談会
 日時 　３月６日（月）・27日（月）１３：００～１６：００
 会場 　プラザけやき
 予約電話 　０９０－１４７６－３２３３

　期　　間　　平成29年4月12日(水)～平成30年2月7日(水)
　　　　　（講座全40回、実践1回、講義全3回）
　講　　座　　毎週水曜日（昼間・夜間を選択）
　講　　義　　期間中の土・日曜日の中で３講義
　会　　場　　プラザけやきボランティア室など
　　　　　※詳細は下記へお問合せください。
 申込期間 　平成29年3月31日(金)まで
 申込方法 　下記へ電話で申し込み
　　　　　菊川市役所 福祉課 障がい者福祉係
　　　　　☎　37-1252（プラザけやき内）

おがさ子育て支援センター非常勤職員
●非常勤職員　1名
 雇用期間 　平成29年4月1日～平成30年3月31日
 勤 務 地  　おがさ子育て支援センター「ひまわり」
　資　　格　　特になし
　　　　　※以下のいずれかの資格を有する者優遇
　　　　　①保育士資格②幼稚園教諭免許③小学校教諭免許
 勤 務 日  　火曜日～土曜日（日・月休み）
 勤務時間 　8：15～17：00
　給　　与　　菊川市社会福祉協議会非常勤職員給与規程による
 申込期間 　平成29年２月23日(木)～平成29年３月10日(金)
 提出書類 　履歴書（写真貼付）
　　　　　資格証明書又は資格取得見込証明書（有資格者等）
 そ の 他  　採用試験については、面接を予定しています。
　　　　　詳細については下記担当までお問合せください。
 申込・問合せ先 　菊川市社会福祉協議会　総務経理係　落合
　　　　　　　　☎　35-3724

参加者募集　各種事業
手話を学んでみませんか ～手話奉仕員養成講座～

菊川市社会福祉協議会非常勤職員募集！！

8この広報誌は赤い羽根共同募金の配分金で発行しています。


